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徳
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物
語
押
絵
貼
屛
風
」
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い
て

一
五

　

は　

じ　

め　

に

一　

作
品
概
要
と
問
題
の
所
在

二　

様
式
分
析

三　

図
像
分
析

四　

源
氏
絵
の
押
絵
貼
屛
風
製
作
の
背
景

　

お　

わ　

り　

に

は　

じ　

め　

に

十
七
世
紀
前
半
、
写
本
に
代
わ
っ
て
版
本
の
出
版
が
活
発
化
す
る
の
に
伴
い
、
古
典

文
学
や
故
事
説
話
な
ど
の
本
文
に
挿
絵
を
添
え
た
絵
入
版
本
が
世
に
登
場
す
る
。
日
本

最
古
の
長
編
小
説
で
あ
る
『
源
氏
物
語
』
は
、
慶
安
三
年（
一
六
五
〇
）に
出
版
さ
れ
た

『
絵
入
源
氏
物
語
』
が
嚆
矢
と
な
り
、
絵
入
の
梗
概
書
や
註
釈
書
が
相
次
い
で
生
み
出

さ
れ
た
。
絵
入
版
本
は
挿
絵
に
よ
っ
て
物
語
の
内
容
が
よ
く
理
解
で
き
、
商
業
出
版
の

発
展
に
よ
っ
て
も
広
く
普
及
し
た
た
め
、
限
ら
れ
た
層
に
の
み
受
容
さ
れ
て
い
た
『
源

氏
物
語
』
は
、
近
世
に
お
い
て
格
段
に
享
受
の
幅
を
広
げ
た
。
こ
の
動
向
は
源
氏
絵
の

製
作
に
も
大
き
く
影
響
し
、
中
世
ま
で
の
源
氏
絵
製
作
を
牽
引
し
て
き
た
土
佐
派
や
狩

野
派
の
絵
師
だ
け
で
な
く
、
他
の
流
派
や
町
絵
師
に
よ
る
源
氏
絵
が
生
み
出
さ
れ
る
契

機
と
な
っ
た
。

近
世
初
頭
の
画
壇
で
は
、
絵
師
た
ち
に
よ
る
様
式
の
混
交
が
活
発
に
行
わ
れ
て
お
り
、

源
氏
絵
に
お
い
て
は
、
特
定
の
流
派
の
図
様
や
技
法
に
囚
わ
れ
な
い
多
様
な
作
例
が
数

多
く
製
作
さ
れ
た
。
な
か
で
も
、
一
隻
の
大
画
面
に
物
語
の
一
場
面
を
配
す
る
と
い
う

屛
風
の
大
画
面
化
の
影
響
を
受
け
た
源
氏
絵
が
多
く
製
作
さ
れ
た
が
、
そ
の
一
方
で
、

掛
幅
ほ
ど
の
縦
長
の
源
氏
絵
を
一
扇
ご
と
に
貼
り
込
む
「
押
絵
貼
屛
風
」
の
作
例
も
数

点
現
存
し
て
い
る
。
押
絵
貼
屛
風
と
い
う
形
式
へ
焦
点
を
当
て
た
並
木
誠
士
氏
は
、「
押

絵
貼
形
式
の
屛
風
は
、
屛
風
絵
と
い
う
画
面
形
式
の
過
程
で
必
然
的
に
生
ま
れ
た
の
で

は
な
く
、何
ら
か
の
他
の
要
因
に
よ
っ
て
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
」
と
述
べ
て
お
り
、

近
世
源
氏
絵
の
押
絵
貼
屛
風
に
は
、
源
氏
絵
屛
風
の
大
画
面
化
の
傾
向
と
は
異
な
る
性

質
が
現
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
近
世
初
期
の
数
少
な
い
押
絵
貼
形
式
の
源
氏
絵

（
1
）

（
2
）

（
3
）
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徳
川
美
術
館
蔵
「
源
氏
物
語
押
絵
貼
屛
風
」
に
つ
い
て

一
六

で
あ
る
、
徳
川
美
術
館
蔵
「
源
氏
物
語
押
絵
貼
屛
風
」（
以
下
、「
徳
川
本
」
と
称
す
。）を
取

り
上
げ
る
。
徳
川
本
は
従
来
、
江
戸
初
期
に
活
動
し
た
岩
佐
又
兵
衛（
勝
以
。
一
五
七
八

〜
一
六
五
〇
）の
図
様
を
継
承
し
た
絵
師
の
一
派
で
あ
る
岩
佐
派
の
影
響
を
受
け
た
絵
師

に
よ
る
作
品
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、
様
式
的
な
詳
し
い
検
討
は
な
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
。
以
前
、
拙
稿
に
お
い
て
、
徳
川
本
で
は
岩
佐
派
よ
り
も
む
し
ろ
京
狩
野

派
の
狩
野
山
楽（
一
五
五
九
〜
一
六
三
五
）周
辺
か
ら
の
影
響
が
見
出
せ
る
こ
と
を
指
摘
し

た
が
、
紙
幅
の
都
合
上
、
具
体
的
な
考
察
が
で
き
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
、
ま
ず
、
徳

川
本
の
作
品
概
要
を
整
理
し
た
後
、
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
岩
佐
派
と
の
関
係
に

つ
い
て
具
体
的
に
様
式
分
析
を
行
い
た
い
。
こ
れ
に
よ
り
、
徳
川
本
に
は
岩
佐
派
と
は

異
な
る
特
徴
が
看
取
さ
れ
、
狩
野
山
楽
や
山
楽
次
世
代
の
京
狩
野
派
の
絵
師
の
特
徴
が

見
ら
れ
る
点
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
ま
た
、
十
七
世
紀
前
半
に
お
け
る
源
氏
絵
の
享
受

層
の
拡
大
に
目
を
向
け
、
源
氏
絵
の
押
絵
貼
屛
風
製
作
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
い
。

一　

作
品
概
要
と
問
題
の
所
在

徳
川
本
は
、
平
成
十
一
年（
一
九
九
九
）に
名
古
屋
の
個
人
よ
り
徳
川
美
術
館
へ
寄
贈

さ
れ
た
作
品
で
あ
る（
図
1
）。
寄
贈
以
前
の
伝
来
は
不
明
で
、
作
者
の
落
款
・
印
章
等

も
残
さ
れ
て
い
な
い
。
以
下
、
基
本
情
報
を
列
挙
し
て
お
く
。

品
質
形
状　
　

六
曲
屛
風　

一
双

　

表　
　
　
　

金
地
押
絵
貼　

紙
本
淡
彩
墨
画

　

裏　
　
　
　

紙
本　

薄
茶
地
鳥
襷
文

法　
　

量　
　

本
紙　

各
縦
一
二
七
・
四
糎　

横
五
二
・
二
糎

　
　
　
　
　
　

総
寸　

各
縦
一
六
八
・
五
糎　

横
三
六
九
・
二
糎

（
4
）

内　
　

容　
　

右
隻
第
一
扇
よ
り

第
一
帖
「
桐
壺
」　

第
三
帖
「
空
蟬
」　

第
十
五
帖
「
蓬
生
」

第
十
四
帖
「
澪
標
」　

第
二
帖
「
帚
木
」　

第
八
帖
「
花
宴
」

　
　
　
　
　
　

左
隻
第
一
扇
よ
り

第
九
帖
「
葵
」　

第
十
帖
「
賢
木
」　

第
十
一
帖
「
花
散
里
」

第
十
二
帖
「
須
磨
」　

第
五
帖
「
若
紫
」　

第
七
帖
「
紅
葉
賀
」

表　
　

装　
　

大
縁　

金
茶
地
中
牡
丹
唐
草
文
金
襴

　
　
　
　
　
　

小
縁　

茶
地
菊
唐
草
文
金
襴

　
　
　
　
　
　

縁
木　

黒
塗

　
　
　
　
　
　

金
具　

紗
綾
形
金
銅
縁
金
具

徳
川
本
で
は
、『
源
氏
物
語
』
の
第
一
帖
か
ら
第
十
五
帖
ま
で
の
う
ち
、「
夕
顔
」・

「
末
摘
花
」・「
明
石
」
を
除
く
十
二
帖
が
選
択
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
十
二
帖
の
貼

り
込
み
順
は
物
語
の
順
番
と
は
一
致
し
な
い
。
源
氏
絵
の
多
く
が
物
語
順
に
場
面
を
配

置
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
徳
川
本
に
お
け
る
不
規
則
な
構
成
か
ら
は
、
製
作
時
に

何
ら
か
の
特
別
な
状
況
が
あ
っ
た
、
あ
る
い
は
後
世
に
仕
立
て
変
え
ら
れ
た
可
能
性
も

想
定
さ
れ
る
。
各
場
面
に
つ
い
て
、
絵
の
内
容
と
そ
の
描
写
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

右
隻「

桐
壺
」　　
　

鴻
臚
館
に
て
高
麗
の
相
人
、
源
氏
を
見
る
。
右
大
弁
同
伴
す
る
。

「
空
蟬
」　　
　

室
内
で
空
蟬
と
軒
端
荻
が
碁
を
打
ち
、
源
氏
が
そ
れ
を
垣
間
見
る
。

「
蓬
生
」　　
　

源
氏
が
末
摘
花
邸
に
訪
れ
、
惟
光
に
露
払
い
を
さ
せ
な
が
ら
歩
む
。

「
澪
標
」　　
　

源
氏
の
住
吉
詣
。
源
氏
の
栄
華
を
目
の
当
た
り
に
し
た
明
石
の
君
の

舟
は
そ
の
ま
ま
去
る
。



徳
川
美
術
館
蔵
「
源
氏
物
語
押
絵
貼
屛
風
」
に
つ
い
て

一
七

「
帚
木
」　　
　

公
達
ら
の
女
性
談
義
の
う
ち
、
左
馬
頭
の
体
験
談
を
描
く（
木
枯
ら
し

の
女
）。

「
花
宴
」　　
　

源
氏
、
弘
徽
殿
の
細
殿
で
扇
を
か
ざ
し
て
歩
く
朧
月
夜
に
出
会
う
。

左
隻「

葵
」　　
　
　

斎
院
の
御
禊
行
列
見
物
の
葵
の
上
、
従
者
た
ち
が
六
条
御
息
所
の
車

を
押
し
の
け
る（
車
争
い
）。

「
賢
木
」　　
　

秋
の
野
宮
へ
六
条
御
息
所
を
訪
ね
た
源
氏
が
、
榊
の
枝
を
御
簾
の
中

に
差
し
入
れ
、
歌
を
交
わ
す
。

「
花
散
里
」　　

源
氏
、
中
川
の
女
を
訪
ね
る
。
時
鳥
が
鳴
き
渡
る
。

「
須
磨
」　　
　

源
氏
、
須
磨
の
秋
の
夜
に
琴
を
弾
き
謡
う
。
目
覚
め
た
惟
光
ら
、
都

を
偲
ん
で
す
す
り
泣
く
。

「
若
紫
」　　
　

源
氏
、
北
山
の
僧
坊
で
、
逃
げ
た
雀
を
追
っ
て
縁
先
に
出
た
少
女（
紫

の
上
）を
垣
間
見
る
。

「
紅
葉
賀
」　　

朱
雀
院
行
幸
の
日
、
源
氏
と
頭
中
将
が
青
海
波
を
舞
う
。

六
曲
一
双
に
貼
り
込
ま
れ
た
十
二
図
は
い
ず
れ
も
水
墨
を
基
調
と
し
、
淡
彩
や
金
泥

を
施
す
。
淡
彩
は
衣
服
の
色
彩
や
頬
・
唇
の
赤
み
な
ど
に
用
い
ら
れ
、
金
泥
は
衣
文
線

や
文
様
、
ま
た
霞
に
も
薄
く
刷
か
れ
て
い
る
。
建
物
の
屋
根（
檜
皮
葺
き
の
屋
根
・
入
母

屋
屋
根
）や
樹
木
、
水
平
に
た
な
び
く
霞
に
よ
っ
て
物
語
場
面
の
上
部
の
余
白
が
満
た

さ
れ
、
縦
長
の
画
面
を
活
か
し
た
上
下
に
広
が
り
の
あ
る
構
図
と
な
っ
て
い
る
。
構
図

や
彩
色
が
統
一
さ
れ
、
全
体
の
調
和
が
と
れ
た
作
品
で
あ
る
が
、
様
式
や
筆
致
は
図
に

よ
っ
て
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
る
た
め
、
詳
し
く
は
後
述
す
る
。
軽
妙
な
筆
使
い
で
動
き

の
あ
る
人
物
を
表
し
て
お
り
、
例
え
ば
、「
葵
」
で
は
、
葵
の
上
の
従
者
た
ち
が
六
条

御
息
所
の
牛
車
を
押
し
の
け
る
騒
動（
車
争
い
）が
、
誇
張
さ
れ
た
人
物
描
写
と
水
平
方

向
の
激
し
い
動
き
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
従
者
ら
の
顔
貌
は
切
れ
長
の
目
に
眉

骨
や
頬
骨
が
張
っ
た
個
性
的
な
表
情
に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
。
ま
た
「
賢
木
」
の
源
氏
は
、

物
語
の
主
人
公
で
あ
り
な
が
ら
目
を
細
め
目
尻
を
下
げ
た
卑
俗
性
の
強
い
表
情
が
看
取

さ
れ
る
。

徳
川
本
は
押
絵
貼
形
式
に
よ
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
り
、
各
図
は
掛
幅
の
よ
う
に
縦
に

長
い
画
面
の
作
品
で
あ
る
。
源
氏
絵
は
巻
物
・
色
紙
・
冊
子
・
扇
面
・
掛
物
な
ど
多
様

な
形
式
の
媒
体
に
描
か
れ
、
中
世
末
期
か
ら
近
世
初
頭
に
か
け
て
は
屛
風
形
式
が
大
い

に
発
展
し
た
。
し
か
し
、
管
見
の
限
り
源
氏
絵
の
押
絵
貼
屛
風
の
現
存
作
例
は
非
常
に

少
な
い
。
そ
う
し
た
な
か
で
徳
川
本
は
、
数
少
な
い
源
氏
絵
の
押
絵
貼
屛
風
の
一
作
例

と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

従
来
、
徳
川
本
の
筆
者
に
つ
い
て
は
、
岩
佐
又
兵
衛
の
流
れ
を
汲
む
岩
佐
派
の
影
響

を
受
け
た
絵
師
と
位
置
付
け
ら
れ
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
豊
頬
長
頤
の
面
貌
や
独
特
な

人
物
の
姿
態
、
霞
に
か
か
る
金
泥
の
表
現
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
先
行
研
究

は
徳
川
本
の
簡
略
な
分
析
に
留
ま
り
、
徳
川
本
に
岩
佐
派
か
ら
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る

か
ど
う
か
、
詳
細
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
以
上
の
点
を
踏
ま
え
、
次
章
で
は
徳
川

本
に
見
ら
れ
る
こ
う
し
た
様
式
的
特
徴
に
つ
い
て
、
他
の
源
氏
絵
と
の
比
較
分
析
を
行

う
。

二　

様
式
分
析

徳
川
本
の
様
式
的
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
、
ま
ず
は
こ
れ
ま
で
に
指
摘
さ
れ
て

き
た
岩
佐
派
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
分
析
し
て
み
た
い
。
は
じ
め
に
、
面
貌

表
現
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
又
兵
衛
様
式
の
代
表
的
な
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
豊
頬
長

（
5
）

（
6
）

（
7
）



徳
川
美
術
館
蔵
「
源
氏
物
語
押
絵
貼
屛
風
」
に
つ
い
て

一
八

頤
の
表
現
は
、
又
兵
衛
様
式
が
継
承
さ
れ
て
い
く
中
で
も
強
く
影
響
が
現
れ
る
要
素
で

あ
り
、
岩
佐
派
作
品
を
検
討
す
る
上
で
一
つ
の
基
準
と
な
る
。「
賢
木
」
の
場
面
を
描

い
た
又
兵
衛
筆
「
源
氏
物
語　

野
々
宮
図
」（
出
光
美
術
館
蔵
。
以
下
、「
野
々
宮
図
」
と
称

す
。）と
、
徳
川
本
の
「
賢
木
」
の
場
面
を
比
較
し
て
み
る（
挿
図
1
・
2
）。「
野
々
宮
図
」

に
お
け
る
源
氏
は
、
楕
円
形
の
よ
う
な
輪
郭
の
極
端
な
面
長
顔
で
、
釣
り
あ
が
っ
た

シ
ャ
ー
プ
な
目
・
細
長
い
鼻
・
小
さ
く
控
え
め
な
口
・
小
さ
な
眉
と
い
っ
た
特
徴
が
あ

り
、
顔
の
パ
ー
ツ
が
中
心
に
集
ま
っ
て
い
る
た
め
に
、
頤
が
非
常
に
長
く
描
か
れ
て
い

る
。
一
方
、
徳
川
本
の
源
氏
は
、
ぽ
っ
て
り
と
し
た
丸
顔
に
目
尻
の
垂
れ
た
目
・
短
い

鼻
・
ふ
っ
く
ら
し
た
口
・
円
形
の
大
き
な
眉
に
よ
っ
て
表
さ
れ
、
又
兵
衛
様
式
と
は
異

な
る
特
徴
が
看
取
さ
れ
る
。

次
に
、「
桐
壺
」
の
場
面
を
取
り
上
げ
、
岩
佐
派
の
源
氏
絵
と
徳
川
本
を
比
較
し
て

み
る
。
岩
佐
派
の
絵
師
の
作
品
の
中
で
徳
川
本
と
製
作
年
代
が
近
く
、
比
較
に
最
も
ふ

さ
わ
し
い
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
岩
佐
勝
友（
生
歿
年
未
詳
）筆
「
源
氏
物
語
図
屛
風
」

（
出
光
美
術
館
蔵
。
以
下
、「
出
光
本
」
と
称
す
。）で
あ
り
、『
源
氏
物
語
』
五
十
四
帖
か
ら

一
つ
ず
つ
場
面
を
選
び
出
し
て
配
置
し
た
作
品
で
あ
る
。
出
光
本
の
「
桐
壺
」
で
は
、

鴻
臚
館
に
て
高
麗
の
相
人
に
面
会
す
る
元
服
前
の
源
氏
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る（
挿
図

（
8
）

（
9
）

挿図1　野々宮図　源氏
挿図1　出光美術館蔵

挿図2　徳川本「賢木」　源氏

3
）。
源
氏
の
顔
は
元
服
前
の
幼
く
丸
み
を
お
び
た
輪
郭
で
は
あ
る
が
、
や
や
面
長
で

シ
ャ
ー
プ
な
目
が
高
い
位
置
に
描
写
さ
れ
て
お
り
、
勝
友
に
継
承
さ
れ
た
面
貌
表
現
が

確
認
で
き
る
。
毛
髪
は
頭
頂
部
か
ら
真
っ
直
ぐ
に
垂
れ
て
顔
に
か
か
る
。
一
方
、
徳
川

本
の
源
氏
は
、
顔
は
丸
く
、
角
の
取
れ
た
四
角
形
の
よ
う
な
輪
郭
で
、
頭
頂
部
は
平
ら

で
あ
る
。
毛
髪
は
後
頭
部
で
束
ね
、
耳
の
横
か
ら
一
部
を
垂
ら
し
た
髪
型
で
あ
る（
挿

図
4
）。
徳
川
本
の
「
賢
木
」
と
「
桐
壺
」
で
は
、
両
者
と
も
又
兵
衛
や
勝
友
の
源
氏

の
面
貌
と
は
異
な
る
特
徴
が
確
認
さ
れ
る
。

こ
こ
で
、
狩
野
山
楽
筆
「
車
争
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
。
以
下
、「
山
楽
本
車
争
図
」
と

称
す
。）に
描
か
れ
る
童
子
の
面
貌
が
、
徳
川
本
の
「
桐
壺
」
に
お
け
る
源
氏
の
面
貌
に

類
似
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い（
挿
図
5
─1
・
5
─2
）。
山
楽
本
車
争
図
で
は
、
丸

顔
で
平
ら
な
頭
頂
部
を
持
ち
、
毛
髪
を
後
頭
部
で
束
ね
た
姿
の
童
子
が
複
数
描
か
れ
て

お
り
、
山
楽
の
や
ま
と
絵
に
お
け
る
男
児
の
典
型
的
な
姿
を
示
す
こ
と
が
う
か
が
わ
れ

る
。
徳
川
本
は
、
山
楽
様
式
か
ら
の
影
響
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
こ
と
が
、
こ
の
点
か

ら
推
定
さ
れ
る
。

も
う
少
し
、
徳
川
本
と
山
楽
作
品
の
比
較
を
進
め
て
み
た
い
。
徳
川
本
の
「
葵
」
に

お
け
る
切
れ
長
の
目
に
眉
骨
や
頬
骨
が
張
っ
た
俗
味
の
強
い
従
者
の
面
貌
表
現（
挿
図
6
）

（
10
）

挿図3　出光本「桐壺」　源氏　
挿図3　出光美術館蔵

挿図4　徳川本「桐壺」　源氏



徳
川
美
術
館
蔵
「
源
氏
物
語
押
絵
貼
屛
風
」
に
つ
い
て

一
九

は
、山
楽
筆
「
聖
徳
太
子
絵
伝
」（
四
天
王
寺
蔵
。
以
下
、「
山
楽
本
聖
徳
太
子
絵
伝
」
と
称
す
。）

第
九
面
「
新
羅
討
伐
」
の
場
面
に
描
か
れ
る
兵
士
達
の
中
に
類
す
る
表
現
が
看
取
さ
れ

る（
挿
図
7
─1
・
7
─2
）。
他
に
も
、「
花
散
里
」
に
描
か
れ
る
従
者
の
面
貌（
挿
図
8
）は
、

山
楽
本
聖
徳
太
子
絵
伝
の
第
九
面
「
山
城
楓
野
行
幸
」
に
描
か
れ
る
、
山
楽
特
有
の
口

を
ゆ
が
ま
せ
る
従
者
の
面
貌
表
現
と
近
似
し
て
い
る（
挿
図
9
）。
こ
の
よ
う
に
、
徳
川

本
に
は
山
楽
の
や
ま
と
絵
作
品
の
人
物
様
式
か
ら
の
影
響
が
見
ら
れ
る
が
、
徳
川
本
で

は
、
こ
れ
ら
の
個
性
が
よ
り
強
調
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、「
桐
壺
」
の
源
氏
は
、
目

の
輪
郭
が
描
か
れ
、
そ
の
中
に
瞳
が
点
じ
ら
れ
て
い
る
。「
葵
」
の
人
物
で
は
、
骨
張
っ

（
11
）

挿図5-2　「山楽本車争図」　童子
　東京国立博物館蔵
　Image: TNM Image Archives

挿図5-1　「山楽本車争図」　童子
　東京国立博物館蔵
　Image: TNM Image Archives

挿図7-2　「山楽本聖徳太子
　絵伝」　第九面　「新羅討伐」
　兵士　四天王寺蔵

挿図7-1　「山楽本聖徳太子
　絵伝」　第九面　「新羅討伐」
　兵士　四天王寺蔵

た
箇
所
の
凹
凸
が
強
く
表
現
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
徳
川
本
で
は
山

楽
様
式
が
形
式
化
さ
れ
、
そ
の
特
質
が
強

調
さ
れ
る
と
い
う
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
山
楽
周
辺
の
絵
師
の

関
与
が
う
か
が
え
る
徳
川
本
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
山
楽
以
外
の
京
狩
野
派
の
絵
師
と

の
関
連
に
つ
い
て
も
検
討
を
加
え
て
お
き

挿図8　徳川本「花散里」　従者

挿図9　「山楽本聖徳太子絵伝」
　第九面　「山城楓野行幸」　従者
　四天王寺蔵

た
い
。
徳
川
本
「
賢
木
」
に
描
か
れ
る
源
氏
の
特
徴
的
な
面
貌
表
現
は
、
狩
野
伊
織（
山

益
、
三
益
。
生
歿
年
未
詳
）筆
「
蟻
通
・
伊
勢
の
海
図
屛
風
」（
福
岡
市
美
術
館
蔵
）に
近
し
い

こ
と
が
注
目
に
値
す
る
。
伊
織
は
山
楽
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
京
狩
野
派
の
絵
師
で

あ
る
。
父
・
山
楽
よ
り
作
画
技
術
を
学
ん
だ
と
さ
れ
、「
蟻
通
・
伊
勢
の
海
図
屛
風
」
で

は
、
力
強
さ
と
繊
細
さ
を
併
せ
持
つ
京
狩
野
派
ら
し
い
筆
法
と
形
態
感
覚
が
見
出
せ

る
。
右
隻
の
「
伊
勢
の
海
図
」
に
描
か
れ
る
在
原
業
平
の
面
貌
表
現（
挿
図
11
）
は
、
徳

川
本（
挿
図
10
）
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
目
の
二
重
の
線
・
首
元
の
ふ

く
よ
か
な
皺
・
円
形
の
大
き
な
眉
な
ど
、
細
部
の
特
徴
が
徳
川
本
に
近
似
し
て
い
る
。

（
12
）

（
13
）

挿図6　徳川本「葵」　従者



徳
川
美
術
館
蔵
「
源
氏
物
語
押
絵
貼
屛
風
」
に
つ
い
て

二
〇

た
だ
し
、
徳
川
本
と
伊
織
の
様
式
が
共
通
し
て
い
る
と
ま
で
は
い
え
ず
、
徳
川
本
の
源

氏
は
伊
織
の
様
式
を
誇
張
し
て
お
り
、
目
尻
が
下
が
り
口
角
が
上
が
っ
た
卑
俗
性
の
強

い
面
貌
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
徳
川
本
の
様
式
は
伊
織
本
人
の
様
式
と
は
少

し
距
離
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
徳
川
本
の
絵
師
が
山
楽
だ
け
で
な
く
山
楽
次

世
代
の
京
狩
野
派
か
ら
も
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

次
に
、
霞
に
金
泥
を
用
い
る
手
法
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
徳
川
本
で
は
霞
に
薄
く

金
泥
を
刷
い
て
お
り
、「
和
漢
故
事
説
話
図
」（
福
井
県
立
美
術
館
蔵
）や
古
浄
瑠
璃
絵
巻
群

な
ど
、
又
兵
衛
画
や
岩
佐
派
作
品
に
見
ら
れ
る
霞
の
表
現
と
の
近
似
が
示
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
作
品
で
は
金
泥
だ
け
で
は
な
く
銀
泥
も
多
用
さ
れ
て
い
る
点
、
徳

川
本
の
場
合
は
金
泥
の
み
が
用
い
ら
れ
る
点
に
懸
念
が
残
る
。
ま
た
、
又
兵
衛
や
岩
佐

派
は
刷
毛
目
の
よ
う
な
重
層
的
な
泥
引
が
特
徴
で
あ
り
、
金
泥
を
薄
く
刷
き
伸
ば
す
徳

川
本
と
は
異
な
る
表
現
で
あ
る
と
い
え
る
。
一
方
、
山
楽
作
品
に
お
け
る
霞
の
金
泥
引

に
目
を
向
け
る
と
、「
帝
鑑
図
押
絵
貼
屛
風
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
。
以
下
、「
山
楽
本
帝
鑑

図
」
と
称
す
。）で
は
、
霞
に
薄
く
金
泥
を
刷
い
て
お
り
、
そ
の
手
法
が
徳
川
本
に
類
似

し
て
い
る（
挿
図
12
）。
山
楽
本
帝
鑑
図
は
押
絵
貼
形
式
で
あ
る
点
が
徳
川
本
と
共
通
し
、

霞
を
用
い
て
縦
長
の
画
面
を
活
か
す
構
図
に
つ
い
て
も
徳
川
本
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ

（
14
）

挿図10　徳川本「賢木」　源氏
挿図10　（部分・反転）

挿図11　「蟻通・伊勢の海図屛風」
　在原業平　福岡市美術館蔵

る
だ
ろ
う
。

樹
木
の
表
現
に
も
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。
又
兵
衛
次
世
代
の
岩
佐
派
で
は
、
又
兵

衛
画
を
極
度
に
誇
張
し
、
幹
や
枝
を
激
し
く
捻
れ
さ
せ
、
独
特
の
隈
取
り
を
施
す
と

い
っ
た
個
性
的
な
樹
法
が
散
見
さ
れ
る
。
徳
川
本
で
は
、
薄
い
墨
や
淡
彩
を
用
い
て
柔

ら
か
く
簡
素
に
樹
木
を
描
い
て
お
り
、
岩
佐
派
と
は
異
な
る
表
現
で
あ
る
。
徳
川
本
と

京
狩
野
派
に
お
け
る
樹
木
を
比
較
す
る
と
、
京
狩
野
派
に
見
ら
れ
る
雄
渾
で
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
樹
法
に
対
し
て
、
徳
川
本
の
樹
法
は
力
が
な
く
形
態
が
崩
れ
て
お
り
、
徳
川
本

は
岩
佐
派
と
も
京
狩
野
派
と
も
類
似
し
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
徳
川
本
に
は
京
狩

野
派
の
特
徴
が
随
所
に
看
取
さ
れ
る
こ
と
を
述
べ
て
き
た
が
、
樹
法
な
ど
細
部
の
表
現

は
精
彩
を
欠
い
て
お
り
、
形
式
化
が
読
み
取
れ
る
。

こ
こ
で
、
徳
川
本
の
各
図
に
お
け
る
様
式
や
筆
致
の
特
徴
を
詳
細
に
分
析
し
て
お
き

た
い
。
ま
ず
、「
空
蟬
」・「
花
宴
」・「
賢
木
」・「
紅
葉
賀
」
に
注
目
す
る
。
こ
の
四
場

面
は
同
一
の
絵
師
が
手
が
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る（
表
1
）。「
空
蟬
」
と
「
花
宴
」

に
描
か
れ
る
源
氏
の
立
ち
姿
に
注
目
す
る
と
、「
空
蟬
」
で
は
室
内
を
垣
間
見
る
、「
花

宴
」
で
は
細
殿
を
歩
く
源
氏
の
左
向
き
の
姿
態
が
一
致
し
、
衣
服
の
形
状
や
衣
文
線
・

挿図12　山楽本帝鑑図「不用利口」
挿図12　（部分）　東京国立博物館蔵
挿図12　Image: TNM Image Archives



徳
川
美
術
館
蔵
「
源
氏
物
語
押
絵
貼
屛
風
」
に
つ
い
て

二
一

① 
源
氏
の
立
ち
姿

左
向
き
の
姿
態
・
衣
服
の
形
状
・
横
顔
の
輪
郭

② 

源
氏
の
面
貌

目
尻
の
下
が
っ
た
表
情
・
豊
満
な
首
回

り

③ 

従
者
・
公
達
の
面
貌

口
元
や
首
回
り
の
豊
満
さ

④ 

女
性
の
面
貌

細
長
い
顔
・
細
く
目
尻
の
下
が
っ
た
目
つ
き
・

毛
髪
の
束
感
の
表
現

空蟬花宴賢木紅葉賀

公達 従者

朧月夜六条御息所

表
1

空蟬あるいは軒瑞荻



徳
川
美
術
館
蔵
「
源
氏
物
語
押
絵
貼
屛
風
」
に
つ
い
て

二
二

横
顔
の
輪
郭
な
ど
細
部
の
類
似
が
確
認
で
き
る
。
次
に
、「
賢
木
」
と
「
紅
葉
賀
」
は

複
数
の
共
通
点
が
指
摘
で
き
る
。
源
氏
の
描
写
で
は
、
目
尻
の
下
が
っ
た
表
情
や
豊
満

に
描
か
れ
た
首
周
り
が
そ
れ
ぞ
れ
近
い
。
ま
た
、「
賢
木
」
に
描
か
れ
る
源
氏
を
待
つ

従
者
ら
と
「
紅
葉
賀
」
に
描
か
れ
る
朱
雀
院
に
集
う
公
達
ら
は
、
口
周
り
や
首
元
の
豊

満
さ
が
類
似
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
空
蟬
」・「
花
宴
」・「
賢
木
」
に
見
ら
れ
る
女
性

た
ち
の
面
貌
は
、
細
長
い
額
・
細
く
目
尻
が
垂
れ
下
が
っ
た
目
つ
き
・
毛
髪
の
束
感
の

表
現
な
ど
に
共
通
点
が
見
出
せ
る
。
こ
れ
ら
の
図
を
描
い
た
絵
師
を
こ
こ
で
は
仮
に
Ａ

は
異
な
り
、
岩
佐
派
の
様
式
と
も
似
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
流
派
の
特
定
は
難
し
い
。

絵
師
Ａ
が
描
い
た
と
考
え
ら
れ
る
四
場
面
、
絵
師
Ｂ
が
描
い
た
と
考
え
ら
れ
る
二
場

面
に
注
目
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
分
析
し
た
。
こ
の
他
の
六
場
面
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
様
式
や
筆
致
が
異
な
り
、
全
て
異
な
る
絵
師
が
描
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
桐

壺
」・「
葵
」・「
花
散
里
」
に
つ
い
て
は
、
京
狩
野
派
の
影
響
が
見
ら
れ
る
点
は
先
述
し

た
。
残
る
「
若
紫
」・「
須
磨
」・「
澪
標
」
の
三
場
面
に
つ
い
て
順
に
検
討
し
た
い
。「
若

紫
」
は
、
ふ
っ
く
ら
と
し
た
量
感
の
あ
る
体
型
で
描
か
れ
た
源
氏
に
対
し
て
、
女
性
た

① 

源
氏
の
面
貌

額
が
長
い
面
長
顔
・
眠
た
げ
な
表
情

② 

従
者
の
面
貌

菱
形
の
目
・
は
っ
き
り
し
た
首
筋

③ 

樹
木
や
草
花

淡
い
墨
で
描
い
た
松
・
墨
の
濃
淡
を
つ
け
た
草
花

蓬生帚木 表
2

と
称
す
こ
と
に
し
た
い
。
絵
師
Ａ
の
特
徴
と
し
て
、
貴

族
の
男
女
を
描
く
際
、
目
尻
の
下
が
っ
た
目
・
豊
満
な

首
元
に
よ
っ
て
表
現
す
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
先
述
し

た
よ
う
に
「
賢
木
」
に
は
伊
織
作
品
と
の
面
貌
の
近
似

が
確
認
さ
れ
、
絵
師
Ａ
は
伊
織
周
辺
に
お
い
て
活
動
し

た
絵
師
で
あ
る
こ
と
が
、
様
式
か
ら
想
定
さ
れ
よ
う
。

次
に
、「
蓬
生
」・「
帚
木
」
の
二
場
面
に
注
目
し
た

い（
表
2
）。
両
者
に
描
か
れ
る
源
氏
の
面
貌
を
比
較
す

る
と
、
額
が
長
く
全
体
に
丸
み
を
帯
び
た
面
長
顔
で
、

眠
た
げ
な
顔
の
パ
ー
ツ
に
類
似
性
が
見
出
せ
る
。
従
者

の
面
貌
を
比
較
す
る
と
、
菱
形
の
目
の
表
現
や
は
っ
き

り
し
た
首
筋
の
描
き
方
な
ど
の
特
徴
が
共
通
し
て
い

る
。
樹
木
や
草
花
な
ど
の
自
然
表
現
に
お
い
て
は
、
薄

い
墨
を
用
い
て
淡
く
描
い
た
松
、
墨
の
濃
淡
で
変
化
を

つ
け
た
草
花
の
繊
細
な
表
現
に
は
同
一
の
個
性
が
見
出

せ
る
。
こ
れ
ら
の
図
を
描
い
た
絵
師
を
こ
こ
で
は
Ｂ
と

称
す
る
。
絵
師
Ｂ
に
つ
い
て
は
、
京
狩
野
派
の
様
式
と



徳
川
美
術
館
蔵
「
源
氏
物
語
押
絵
貼
屛
風
」
に
つ
い
て

二
三

ち
は
細
く
華
奢
な
姿
が
特
徴
的
で
あ
る
。
他
の
場
面
に
比
べ
て
描
線
の
使
い
分
け
の
巧

み
さ
に
劣
り
、
衣
文
線
の
処
理
や
調
度
品
の
描
写
な
ど
に
稚
拙
な
箇
所
が
散
見
さ
れ

る
。「
須
磨
」
は
、
人
物
表
現
が
絵
師
Ａ
の
様
式
に
近
似
す
る
が
、
描
き
込
み
に
乏
し

く
単
調
な
表
現
で
あ
る
。「
澪
標
」
は
、
海
辺
に
三
体
の
暴
れ
馬
と
そ
れ
を
御
す
る
随

身
が
描
か
れ
、
暴
れ
馬
を
御
す
随
身
の
面
貌
は
鼻
を
立
体
的
に
描
く
な
ど
特
徴
的
な
面

貌
表
現
が
見
出
さ
れ
る
。「
若
紫
」・「
須
磨
」・「
澪
標
」
の
三
場
面
は
他
の
場
面
に
比

べ
て
技
術
的
に
劣
る
部
分
が
多
い
。

以
上
、
徳
川
本
に
は
「
空
蟬
」・「
花
宴
」・「
賢
木
」・「
紅
葉
賀
」
を
手
が
け
た
絵
師

Ａ
、「
蓬
生
」・「
帚
木
」
を
手
が
け
た
絵
師
Ｂ
の
様
式
が
確
認
さ
れ
、
絵
師
Ａ
は
山
楽

周
辺
の
様
式
、
絵
師
Ｂ
は
伊
織
周
辺
の
様
式
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
他
の
場
面
で
は
、
様

式
か
ら
絵
師
の
流
派
の
特
定
を
行
う
の
は
困
難
で
あ
っ
た
。
徳
川
本
に
複
数
人
の
絵
師

の
様
式
が
見
出
せ
る
こ
と
か
ら
、
徳
川
本
の
工
房
に
お
い
て
分
担
製
作
が
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
徳
川
本
で
は
、
構
図
・
色
彩
・
金
泥
引
な
ど
の
表

現
が
統
一
さ
れ
、
工
房
製
作
と
し
て
調
和
の
取
れ
た
作
品
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。
次
章

で
は
、
岩
佐
派
作
品
や
京
狩
野
派
作
品
と
の
比
較
を
ま
じ
え
て
、
徳
川
本
の
図
像
の
淵

源
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

三　

図
像
分
析

続
い
て
、
徳
川
本
の
図
像
の
典
拠
を
探
る
た
め
、
具
体
的
な
場
面
を
と
り
あ
げ
て
検

討
を
行
う
。「
紅
葉
賀
」
で
は
、
向
か
い
合
っ
て
青
海
波
を
舞
う
光
源
氏
と
頭
中
将
が

描
か
れ
て
い
る
。
二
人
の
人
物
の
図
像
を
岩
佐
派
の
源
氏
絵
の
う
ち
「
源
氏
物
語
図
屛

風
」（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
。
以
下
、「
京
博
本
」
と
称
す
。）・「
源
氏
物
語
図
屛
風
」（
泉
屋
博

古
館
蔵
。
以
下
、「
泉
屋
本
」
と
称
す
。）と
比
較
す
る
と
、
一
見
し
て
相
対
す
る
舞
人
の
図

像
と
類
似
が
認
め
ら
れ
る
。
先
学
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
図
像
は

舟
木
本
「
洛
中
洛
外
図
屛
風
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）や
「
豊
国
祭
礼
図
屛
風
」（
徳
川
美
術

館
蔵
）か
ら
始
ま
り
、
泉
屋
本
な
ど
で
は
「
胡
蝶
」
の
女
童
に
も
応
用
さ
れ
る
、
岩
佐

派
に
お
い
て
継
承
さ
れ
た
人
物
図
像
で
あ
る
。
し
か
し
、
徳
川
本
で
青
海
波
を
舞
う
源

氏
は
前
屈
み
に
な
ら
ず
、
背
筋
を
伸
ば
し
た
姿
勢
で
描
か
れ
、
岩
佐
派
の
源
氏
絵
の
舞

人
と
は
異
な
る
特
徴
が
看
取
さ
れ
る
。

そ
こ
で
、
徳
川
本
の
図
像
を
山
楽
作
品
と
比
較
す
る
と
、
山
楽
本
聖
徳
太
子
絵
伝
の

中
に
近
い
図
像
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
に
気
付
く
。
第
十
三
面
「
味
摩
之
、
伎
楽
を
伝

う
」
に
描
か
れ
る
舞
人
の
う
ち
、
徳
川
本
の
二
人
の
人
物
を
反
転
し
た
図
像
を
比
較
す

る
と
、
相
対
す
る
二
人
の
人
物
の
図
像
が
共
通
し
て
い
る（
挿
図
13
・
14
）。
細
部
で
は
、

正
面
を
向
く
人
物
の
片
腕
と
片
足
を
上
げ
る
体
勢
、
相
対
す
る
人
物
の
背
筋
を
伸
ば
し

た
姿
態
な
ど
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
徳
川
本
の
楽
人
の
一
人

は
、
第
十
六
面
「
惜
別
の
宴
を
催
す
」
の
中
に
描
か
れ
る
横
笛
を
演
奏
す
る
楽
人
の
図

像
と
共
通
し
て
い
る（
挿
図
15
・
16
）。
こ
れ
ら
の
図
像
の
近
似
に
よ
り
、
徳
川
本
「
紅

葉
賀
」
は
、
山
楽
本
聖
徳
太
子
絵
伝
の
図
像
を
応
用
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

（
15
）

挿図14　「山楽本聖徳太子絵伝」第十三
面「味摩之、伎楽を伝う」

挿図14　伎楽を披露する舞人
挿図14　四天王寺蔵

挿図13　徳川本「紅葉賀」　青海波
挿図13　（部分・反転）



徳
川
美
術
館
蔵
「
源
氏
物
語
押
絵
貼
屛
風
」
に
つ
い
て

二
四

次
に
、
徳
川
本
の
「
桐
壺
」
で
は
、
鴻
臚
館
が
正
面
に
近
い
向
き
に
描
か
れ
て
い
る

点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
繧
繝
縁
の
畳
の
上
に
源
氏
が
坐
し
、
背
後
に
は
山
水
風
の
屛
風

が
置
か
れ
る（
挿
図
17
）。
源
氏
の
人
相
見
の
場
面
は
、
土
佐
光
吉
・
長
次
郎
筆
「
源
氏

物
語
画
帖
」（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）や
狩
野
探
幽
筆
「
源
氏
物
語
図
屛
風
」（
皇
居
三
の
丸
尚

蔵
館
蔵
）な
ど
同
時
代
の
作
例
に
も
描
か
れ
る
が
、
建
物
の
向
き
や
モ
チ
ー
フ
が
徳
川

本
の
特
徴
と
は
異
な
る
。
岩
佐
派
の
源
氏
絵
で
は
、
出
光
本
の
み
が
正
面
向
き
の
鴻
臚

館
や
繧
繝
縁
の
畳
に
坐
す
源
氏
を
描
き
、
徳
川
本
と
共
通
す
る
部
分
が
見
出
せ
る
も
の

挿図16　「山楽本聖徳太子絵
伝」第十六面「惜別
の宴を催す」　 楽人

挿図16　四天王寺蔵

挿図15　徳川本「紅葉賀」
楽人挿図17　徳川本「桐壺」（部分）

の
、
高
麗
の
相
人
や
右
大
弁
が
源
氏
と
は
離

れ
た
場
所
に
描
か
れ
、
物
語
に
は
登
場
し
な

い
多
数
の
人
物
が
周
囲
に
配
さ
れ
て
い
る
た

め
、
徳
川
本
の
図
像
の
典
拠
に
な
っ
た
と
は

想
定
し
が
た
い
。
こ
の
特
徴
的
な
図
像
は
何

を
参
照
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
。こ

こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
野
々
口
立
圃

編
『
十
帖
源
氏
』
の
挿
絵
で
あ
る
。『
十
帖

源
氏
』
は
俳
諧
師
で
雛
人
形
屋
で
も
あ
っ
た

立
圃
の
編
集
し
た
『
源
氏
物
語
』
の
梗
概
書
で
あ
る
。
五
十
四
巻
を
約
六
分
の
一
の
ダ

イ
ジ
ェ
ス
ト
版
に
し
た
も
の
で
、
本
文
を
簡
略
化
し
な
が
ら
物
語
中
の
和
歌
を
す
べ
て

掲
載
し
、
一
三
一
図
の
挿
絵
を
刻
し
て
い
る
。『
十
帖
源
氏
』
は
立
圃
の
還
暦
に
あ
た

る
承
応
三
年（
一
六
五
四
）頃
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
初
刷
系
の
善
本
で

あ
る
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
立
圃
自
跋
無
刊
記
本（
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
）を
比
較
対

象
と
し
て
用
い
る
。『
十
帖
源
氏
』
の
「
桐
壺
」
挿
絵
に
は
、
徳
川
本
と
同
様
に
正
面

向
き
の
鴻
臚
館
が
描
か
れ
、
繧
繝
縁
の
畳
に
坐
す
源
氏
、
背
後
の
屛
風
と
い
っ
た
特
徴

が
一
致
す
る（
挿
図
18
）。
ま
た
、
高
麗
の
相
人
の
右
向
き
の
姿
勢
は
徳
川
本
と
近
似
し

て
い
る
。
こ
の
図
像
に
つ
い
て
、
こ
れ
以
前
に
遡
る
例
は
管
見
の
限
り
見
出
さ
れ
ず
、

こ
の
頃
に
新
た
に
用
い
ら
れ
た
図
像
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

徳
川
本
と
『
十
帖
源
氏
』
の
関
係
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
別
の
場
面
で
も
検
討
を
加
え

た
い
。
徳
川
本
の
「
葵
」
で
は
、
葵
の
上
の
従
者
た
ち
数
名
が
六
条
御
息
所
の
牛
車
の

周
囲
に
集
ま
り
、
牛
車
の
轅
を
引
い
て
押
し
退
け
よ
う
と
す
る
様
子（
車
争
い
）が
描
か

れ
て
い
る
。
同
場
面
を
描
い
た
京
博
本
や
泉
屋
本
と
比
較
す
る
と
、
牛
車
が
真
横
か
つ

右
向
き
に
置
か
れ
る
点
が
共
通
し
、
牛
車
に
群
が
る
従
者
の
様
子
や
配
置
が
近
似
す
る

（
16
）挿図18　『十帖源氏』「桐壺」挿絵

挿図18　早稲田大学図書館蔵



徳
川
美
術
館
蔵
「
源
氏
物
語
押
絵
貼
屛
風
」
に
つ
い
て

二
五

（
挿
図
19
・
20
・
21
）。
た
だ
し
、
徳
川
本
で
は
轅
に
手
を
か
け
る
従
者
た
ち
の
後
ろ
か

ら
、
扇
動
す
る
よ
う
に
腕
を
振
っ
て
声
を
上
げ
る
人
物（
挿
図
22
）
が
描
か
れ
て
い
る

が
、
京
博
本
・
泉
屋
本
で
こ
の
位
置
に
い
る
人
物
は
、
轅
を
両
手
で
し
っ
か
り
と
握
っ

た
姿
で
描
か
れ
る（
挿
図
23
・
24
）。『
十
帖
源
氏
』「
葵
」
で
は
、
右
向
き
に
置
か
れ
た

牛
車
に
従
者
が
集
ま
り（
挿
図
25
）、
轅
に
手
を
か
け
る
従
者
ら
の
後
ろ
に
、
手
を
振
り

上
げ
る
人
物
が
見
出
さ
れ
る（
挿
図
26
）。
徳
川
本
と
『
十
帖
源
氏
』
の
手
を
振
り
上
げ

る
人
物
の
図
像
は
か
な
り
近
似
し
て
い
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
両
作
品
と
も
牛
車
の
前

半
分
の
み
が
描
か
れ
る
構
図
で
あ
り
、
従
者
ら
が
牛
車
を
動
か
そ
う
と
す
る
様
子
を
中

心
に
構
成
さ
れ
て
い
る
点
も
共
通
す
る
。
十
七
世
紀
の
源
氏
絵
製
作
に
お
い
て
、
版
本

の
図
像
を
写
し
た
り
、
応
用
し
た
り
す
る
こ
と
は
し
ば
し
ば
行
わ
れ
て
お
り
、『
十
帖

源
氏
』
か
ら
徳
川
本
へ
の
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。『
十
帖
源
氏
』
が
版

本
と
い
う
形
態
に
よ
っ
て
広
く
普
及
し
て
い
た
こ
と
は
、
多
様
な
図
像
を
取
り
込
ん
だ

（
17
）

挿図21　泉屋本「葵」（部分）　泉屋博古館蔵

挿図22　徳川本「葵」
手を振り上げる人物

挿図25　『十帖源氏』「葵」挿絵
挿図25　早稲田大学図書館蔵

挿図26　『十帖源氏』「葵」挿絵
挿図26　手を振り上げる人物
挿図26　早稲田大学図書館蔵

挿図24　泉屋本「葵」（部分）
挿図24　泉屋博古館蔵

挿図23　京博本「葵」（部分）
挿図23　京都国立博物館蔵

挿図19　徳川本「葵」（部分）

挿図20　京博本「葵」（部分）
挿図20　京都国立博物館蔵



徳
川
美
術
館
蔵
「
源
氏
物
語
押
絵
貼
屛
風
」
に
つ
い
て

二
六

徳
川
本
の
特
徴
を
鑑
み
る
と
、
そ
の
影
響
を
受
け
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

た
だ
し
、『
十
帖
源
氏
』
の
み
に
注
目
す
る
だ
け
で
は
、
徳
川
本
の
「
葵
」
は
読
み

解
け
な
い
。
徳
川
本
「
葵
」
に
は
、
喧
騒
か
ら
遠
ざ
か
る
市
井
の
人
々
が
当
世
風
俗
で

描
き
込
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
の
人
物
図
像
は
、
山
楽
本
車
争
図
に
描
か
れ
る
町
人
ら
の

図
像
と
非
常
に
近
似
し
て
い
る（
挿
図
27
・
28
）。
具
体
的
に
は
、
頭
に
布
包
み
を
乗
せ

る
女
性
、
手
を
引
か
れ
る
女
児
、
幼
子
を
背
負
う
女
性
な
ど
の
図
像
が
共
通
し
て
い
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に
、
牛
車
の
前
方
で
従
者
ら
が
長
柄
傘
の
柄
で
突
き
合
っ

て
小
競
り
合
い
を
す
る
図
像
に
つ
い
て
、
近
世
初
期
の
風
俗
画
に
散
見
さ
れ
る
〈
か
ぶ

き
者
の
喧
嘩
〉
に
類
似
し
て
い
る
が
、
そ
の
着
想
源
は
む
し
ろ
山
楽
本
車
争
図
の
中
の

乱
闘
を
起
こ
す
白
丁
の
図
像
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
淵
源
を
辿
れ
ば
古
絵
巻
か
ら

の
引
用
で
あ
る
可
能
性
も
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
徳
川
本
「
葵
」
で
は
、
山
楽

本
車
争
図
の
図
像
を
部
分
的
に
取
り
入
れ
、
土
台
と
し
て
は
『
十
帖
源
氏
』
の
図
像
を

用
い
て
い
る
と
い
え
る
。

徳
川
本
の
十
二
図
は
、
ほ
ぼ
全
て
先
例
の
あ
る
図
像
を
用
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

（
18
）

（
19
）（
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）

挿図27　徳川本「葵」　町人

挿図28　「山楽本車争図」　町人
挿図28　東京国立博物館蔵
挿図28　Image: TNM Image Archives

が
、「
澪
標
」
の
み
定
型
の
図
像
で
は
な
い
個
性
的
な
場
面
を
選
択
す
る
点
は
看
過
で

き
な
い
。
徳
川
本
に
は
遠
景
に
舟
が
描
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
明
石
の
君
の
舟
と
捉
え

る
こ
と
で
、源
氏
の
一
行
が
住
吉
大
社
へ
詣
で
る
場
面
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る（
挿

図
29
）。
し
か
し
、
肝
心
の
源
氏
の
姿
は
描
か
れ
ず
、
右
下
に
牛
車
の
一
部
と
従
者
の

烏
帽
子
が
覗
く
の
み
で
あ
る
。
前
景
の
海
浜
に
描
か
れ
る
の
は
、
暴
れ
る
馬
が
三
体
と

そ
れ
を
御
す
る
随
身
三
人
で
あ
り
、
源
氏
絵
で
は
類
例
が
な
い
独
自
性
の
強
い
図
像
と

な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
な
ぜ
暴
れ
馬
の
図
像
が
選
択
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
金
子
岳

史
氏
に
よ
る
と
、
古
代
・
中
世
に
お
い
て
暴
れ
馬（
は
ね
馬
）を
御
す
随
身
の
図
像
は
理

想
的
な
従
者
の
姿
と
し
て
障
屛
画
の
画
題
に
な
っ
て
お
り
、
近
世
に
は
調
馬
図
や
厩
図

と
い
っ
た
画
馬
に
お
い
て
、
武
士
の
理
想
と
す
る
駿
馬
と
馬
芸
の
美
技
と
し
て
受
容
さ

れ
て
い
っ
た
。
金
子
氏
の
説
を
踏
ま
え
る
と
、
平
安
時
代
を
舞
台
と
し
た
源
氏
絵
に
お

い
て
暴
れ
馬
を
御
す
随
身
の
図
像
を
選
択
す
る
こ
と
は
、
理
想
的
な
随
身
の
姿
を
描
く

こ
と
を
意
図
し
て
い
た
と
解
釈
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
徳
川
本
で
「
澪
標
」
を
描
い
た

絵
師
が
、
物
語
内
容
を
正
確
に
理
解
し
た
上
で
、
あ
え
て
こ
の
図
像
を
用
い
た
と
考
え

る
こ
と
に
は
疑
問
が
残
る
。
こ
の
は
ね
馬
の
図
像
は
同
時
代
の
行
列
図
な
ど
に
も
見
ら

れ
、
図
像
の
み
を
引
用
し
た
可
能
性
も
想
定
さ
れ
る
。
徳
川
本
の
「
澪
標
」
に
お
け
る

（
21
）

挿図29　徳川本「澪標」（部分）



徳
川
美
術
館
蔵
「
源
氏
物
語
押
絵
貼
屛
風
」
に
つ
い
て

二
七

は
ね
馬
の
描
写
に
つ
い
て
は
よ
り
詳
細
な
検
討
が
必
要
だ
が
、
徳
川
本
で
は
多
様
な
図

像
を
用
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
近
世
源
氏
絵
の
多
様
化
を
示
す
一
例
と
い
え
る
だ

ろ
う
。

徳
川
本
の
多
様
な
図
像
選
択
の
結
果
、
源
氏
絵
の
原
典
で
あ
る
物
語
内
容
は
絵
の
描

写
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
例
に
「
紅
葉
賀
」
を
取
り
上
げ
て

み
よ
う
。『
源
氏
物
語
』「
紅
葉
賀
」
本
文
に
は
次
の
よ
う
な
一
文
が
あ
る
。

か
ざ
し
の
紅
葉
、
い
た
う
散
り
す
ぎ
て
、
顔
の
に
ほ
ひ
に
け
お
さ
れ
た
る
心
地
す

れ
ば
、
御
前
な
る
菊
を
折
て
、
左
大
将
さ
し
か
へ
給

徳
川
本
で
は
青
海
波
を
舞
う
源
氏
と
頭
中
将
が
描
か
れ
る
。
同
画
題
を
描
く
土
佐
光

吉
・
長
次
郎
筆
「
源
氏
物
語
画
帖
」
や
狩
野
探
幽
筆
「
源
氏
物
語
図
屛
風
」
で
は
、
源

（
22
）

挿図30　徳川本「紅葉賀」　装束の文様

氏
と
頭
中
将
が
そ
れ
ぞ
れ
菊
と
紅
葉
の
挿
頭
を
し
て

描
か
れ
る
。
し
か
し
、
徳
川
本
で
は
両
者
と
も
挿
頭

が
描
か
れ
ず
、
菊
と
紅
葉
と
い
う
区
別
は
装
束
の
文

様
に
の
み
表
さ
れ
て
い
る（
挿
図
30
）。
徳
川
本
「
紅

葉
賀
」
で
は
、
本
文
内
容
を
忠
実
に
参
照
す
る
意
識

は
低
下
し
、
他
画
題
の
粉
本
か
ら
図
像
の
引
用
を
行

い
、
源
氏
絵
と
し
て
再
構
成
し
て
い
る
様
子
が
う
か

が
え
る
。
他
の
場
面
に
つ
い
て
も
、
従
来
よ
り
も
本

文
に
忠
実
に
絵
画
化
し
た
場
面
は
見
出
さ
れ
ず
、
身

近
な
粉
本
や
絵
入
版
本
の
挿
絵
な
ど
か
ら
様
々
な
図

像
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
徳
川
本
で
は
、
物
語
を
忠

実
に
絵
画
化
す
る
よ
り
も
新
た
な
図
像
を
取
り
入
れ

る
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。

こ
こ
ま
で
、
徳
川
本
の
「
紅
葉
賀
」・「
桐
壺
」・「
葵
」・「
澪
標
」
の
場
面
を
取
り
上

げ
て
、
図
像
分
析
を
行
っ
て
き
た
。
こ
の
他
の
場
面
に
つ
い
て
は
、
土
佐
派
・
京
狩
野

派
・
江
戸
狩
野
派
・
岩
佐
派
の
源
氏
絵
な
ど
か
ら
多
様
な
図
像
を
取
り
交
ぜ
て
再
構
成

し
て
お
り
、
直
接
的
な
図
像
の
典
拠
を
辿
る
こ
と
は
難
し
い
。
絵
師
Ａ
や
絵
師
Ｂ
の
様

式
的
特
徴
を
踏
ま
え
た
上
で
、
両
者
の
手
が
け
た
図
に
共
通
す
る
図
像
の
典
拠
を
検
討

し
た
が
、
そ
れ
は
や
は
り
多
種
多
様
で
あ
り
、
一
貫
し
た
性
質
を
見
出
す
こ
と
は
困
難

で
あ
っ
た
。

以
下
で
は
、
徳
川
本
に
お
い
て
多
様
な
図
像
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
に
つ
い
て
、
そ

の
意
味
を
検
討
し
て
み
た
い
。「
紅
葉
賀
」
で
は
、
山
楽
周
辺
の
様
式
が
見
出
せ
な
い

の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、山
楽
本
聖
徳
太
子
絵
伝
の
図
像
が
引
用
さ
れ
て
い
た
。「
桐
壺
」・

「
葵
」
で
は
、『
十
帖
源
氏
』
の
図
像
を
土
台
と
し
て
用
い
、
特
に
「
葵
」
で
は
、
山
楽

本
車
争
図
の
図
像
を
部
分
的
に
組
み
合
わ
せ
て
い
た
。「
澪
標
」
で
は
、
源
氏
絵
の
定

型
的
な
図
像
に
は
な
い
、
は
ね
馬
の
図
像
を
選
択
し
て
い
た
。
徳
川
本
に
山
楽
作
品
と

類
似
す
る
図
像
が
見
出
さ
れ
る
点
に
つ
い
て
、
山
楽
次
世
代
の
絵
師
の
様
式
も
見
出
せ

る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
徳
川
本
の
工
房
に
山
楽
作
品
の
粉
本
が
あ
り
、
図
像
の
着
想

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
推
察
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
多
種
多
様
な
図
像
が
用
い
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
山
楽
作
品
だ
け
で
は
な
い
京
狩
野
派
や
他
の
流
派
の
粉
本
・『
十
帖
源
氏
』

の
絵
入
版
本
な
ど
も
存
在
し
、
徳
川
本
の
図
像
の
典
拠
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
想

像
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
複
数
の
絵
師
に
よ
っ
て
多
様
な
図
様
を
用
い
た
分
担
製
作
が
な
さ
れ

て
い
た
徳
川
本
だ
が
、
各
図
の
彩
色
や
構
図
に
は
統
一
感
が
あ
り
、
工
房
製
作
と
し
て

全
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
作
品
で
あ
る
た
め
、
徳
川
本
の
絵
師
ら
が
工
房
に
お
い
て

組
織
的
に
統
率
さ
れ
、
押
絵
貼
屛
風
製
作
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。



徳
川
美
術
館
蔵
「
源
氏
物
語
押
絵
貼
屛
風
」
に
つ
い
て

二
八

四　

源
氏
絵
の
押
絵
貼
屛
風
製
作
の
背
景

そ
れ
で
は
な
ぜ
徳
川
本
の
工
房
に
お
い
て
押
絵
貼
屛
風
が
作
ら
れ
た
の
か
、
そ
こ
に

は
ど
の
よ
う
な
時
代
背
景
が
あ
る
の
か
。
本
章
で
は
、
源
氏
絵
の
押
絵
貼
屛
風
製
作
に

つ
い
て
の
検
討
を
行
い
、
徳
川
本
の
製
作
背
景
を
考
察
す
る
。
ま
ず
は
、
近
世
に
ど
の

よ
う
な
形
式
の
源
氏
絵
が
主
流
で
あ
っ
た
か
確
認
し
た
い
。
近
世
の
源
氏
絵
で
は
、
扇

面
か
色
紙
の
セ
ッ
ト（
そ
れ
を
屛
風
に
貼
り
交
ぜ
た
も
の
）・
屛
風
が
多
く
作
ら
れ
た
こ
と

が
先
学
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
画
帖
や
絵
巻
の
作
例
も
中
世
に
引
き
続
い
て

多
数
生
み
出
さ
れ
た
。
屛
風
は
五
十
四
帖
形
式
・
金
雲
で
画
面
を
分
割
し
、
数
場
面
か

ら
数
十
場
面
を
適
宜
配
す
る
形
式
・
大
画
面
形
式
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
特
に
、

中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
登
場
す
る
大
画
面
形
式
の
作
例
は
、
源
氏
絵
の
形
式
の
変
遷

の
中
で
注
目
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
流
れ
に
属
さ
な
い
押
絵
貼
屛
風
は
大
き
く
取
り
上

げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
又
兵
衛
筆
の
旧
金
谷
屛
風（
諸
家
蔵
）の
よ
う
に

源
氏
絵
が
含
ま
れ
る
押
絵
貼
屛
風
も
確
認
さ
れ
る
が
、
多
種
の
画
題
を
取
り
交
ぜ
た
和

漢
混
淆
の
屛
風
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
源
氏
絵
の
み
が
描
か
れ
る
押

絵
貼
屛
風
と
は
ま
た
異
な
る
画
題
の
作
品
と
考
え
ら
れ
る
。
管
見
の
限
り
に
お
い
て
、

源
氏
絵
の
押
絵
貼
屛
風
の
遺
品
は
十
七
世
紀
に
初
め
て
登
場
し
て
お
り
、『
十
帖
源
氏
』

の
影
響
を
受
け
た
と
見
ら
れ
る
徳
川
本
も
、
十
七
世
紀
半
ば
の
作
品
と
推
定
さ
れ
る
。

徳
川
本
の
史
的
な
位
置
付
け
を
探
る
上
で
、
複
数
の
作
例
が
残
る
押
絵
貼
屛
風
に
つ
い

て
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

な
ぜ
徳
川
本
の
よ
う
な
源
氏
絵
の
押
絵
貼
屛
風
が
製
作
さ
れ
た
の
か
、
は
じ
め
に
形

式
に
焦
点
を
当
て
て
検
討
す
る
。
押
絵
貼
屛
風
と
い
う
形
式
そ
の
も
の
に
着
眼
点
を
置

い
た
研
究
は
、
並
木
氏
に
よ
る
論
文
が
唯
一
と
い
え
る
。
並
木
氏
は
そ
の
成
立
と
展
開

に
つ
い
て
、
文
献
と
遺
例
の
相
互
か
ら
検
討
し
た
。
並
木
氏
に
よ
る
と
、
押
絵
貼
屛
風

の
成
立
は
十
四
世
紀
に
遡
る
可
能
性
が
あ
り
、
成
立
の
背
景
に
は
十
四
世
紀
か
ら
十
五

世
紀
に
か
け
て
の
禅
林
社
会
が
関
係
す
る
と
述
べ
る
。
禅
林
で
は
禅
僧
の
賛
詩
の
対
象

と
な
り
う
る
画
題
が
好
ま
れ
て
お
り
、
押
絵
貼
屛
風
は
禅
林
的
な
場
の
設
定
に
役
立
っ

た
と
推
察
し
て
い
る
。
近
世
に
入
る
と
、
禅
林
と
の
結
び
つ
き
が
希
薄
に
な
り
、
近
世

初
期
に
は
帝
鑑
図
や
二
十
四
孝
図
と
い
っ
た
画
題
が
押
絵
貼
屛
風
に
描
か
れ
る
よ
う
に

な
る
と
い
う
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
そ
れ
ら
が
複
数
の
故
事
の
集
合
体
で
あ
る
こ
と
、

押
絵
貼
形
式
が
「
相
互
に
等
価
な
多
数
事
象
の
集
合
体
」
で
あ
る
と
い
う
性
格
の
画
題

を
表
現
す
る
の
に
適
し
て
お
り
、
画
題
と
形
態
が
合
致
し
た
か
ら
で
あ
る
と
考
察
す

る
。並

木
氏
の
研
究
は
、
押
絵
貼
屛
風
の
成
立
を
明
快
に
論
じ
て
い
る
が
、
近
世
に
入
っ

て
か
ら
の
展
開
に
は
詳
し
く
触
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
、
近
世
の
押
絵
貼
屛
風
の
作
例

を
見
渡
す
と
、
屛
風
絵
の
多
岐
に
わ
た
る
画
題
に
幅
広
く
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
例
え
ば
、
各
地
の
名
所
景
物
を
一
図
ず
つ
描
い
た
名
所
景
物
画
・
十

二
ヶ
月
の
風
俗
を
描
く
こ
と
に
適
し
た
月
次
風
俗
図
・
合
戦
の
主
要
な
場
面
を
描
き
出

し
た
合
戦
図
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
実
に
様
々
な
画
題
が
押
絵
貼
屛
風
に
描
か
れ
て
い

る
。
並
木
氏
の
説
を
踏
ま
え
る
と
、こ
れ
ら
は
「
相
互
に
等
価
な
多
数
事
象
の
集
合
体
」

で
あ
り
、
押
絵
貼
に
ふ
さ
わ
し
い
画
題
で
あ
っ
た
と
捉
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
近

世
に
は
押
絵
貼
屛
風
自
体
の
製
作
が
増
え
、
描
か
れ
る
画
題
が
多
様
化
し
た
こ
と
も
、

源
氏
絵
の
押
絵
貼
屛
風
が
作
ら
れ
た
理
由
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
源
氏
絵
の
押
絵
貼
屛
風
の
発
注
者
・
享
受
者
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。
そ

の
背
景
と
し
て
、
先
に
も
触
れ
た
絵
入
版
本
『
十
帖
源
氏
』
の
影
響
に
着
目
し
た
い
。

十
七
世
紀
前
半
に
初
期
絵
入
版
本
が
登
場
し
、『
源
氏
物
語
』
で
は
慶
安
〜
万
治
年
間

（
一
六
四
八
〜
一
六
六
一
）に
絵
入
版
本
の
出
版
ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
た
。
慶
安
三
年
に
は
山

（
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徳
川
美
術
館
蔵
「
源
氏
物
語
押
絵
貼
屛
風
」
に
つ
い
て

二
九

本
春
正（
一
六
一
〇
〜
一
六
八
二
）編
『
絵
入
源
氏
物
語
』
が
出
版
さ
れ
、
次
い
で
承
応
三

年
頃
に
『
十
帖
源
氏
』
が
出
さ
れ
た
。
た
だ
し
近
年
、『
十
帖
源
氏
』
の
出
版
が
承
応

三
年
以
前
に
遡
る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、『
十
帖
源
氏
』
は
最

初
期
の
『
源
氏
物
語
』
絵
入
版
本
で
あ
る
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。『
十
帖
源
氏
』
の
享

受
層
に
つ
い
て
、
立
圃
が
松
永
貞
徳
の
門
人
で
あ
る
こ
と
や
岩
佐
派
の
図
像
を
用
い
て

い
る
こ
と
か
ら
、
俳
諧
師
に
向
け
て
作
ら
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

『
十
帖
源
氏
』
は
俳
諧
師
の
よ
う
な
知
識
人
だ
け
に
限
ら
ず
、
幅
広
く
受
容
さ
れ
た
よ

う
で
あ
る
。『
十
帖
源
氏
』
を
本
物
の
『
源
氏
物
語
』
だ
と
思
っ
て
そ
ら
ん
じ
る
女
房

が
い
た
た
め
、
立
圃
は
そ
れ
を
恥
じ
て
書
き
改
め
、
婦
女
子
の
た
め
の
書
物
と
し
て
寛

文
元
年（
一
六
六
一
）の
『
お
さ
な
源
氏
』
を
出
版
す
る
。『
お
さ
な
源
氏
』
は
『
十
帖
源

氏
』
を
簡
略
化
し
た
姉
妹
版
で
あ
り
、
後
に
上
方
版
か
ら
江
戸
版
が
作
ら
れ
、
大
衆
へ

波
及
し
て
い
く
。
そ
の
人
気
ぶ
り
か
ら
、『
十
帖
源
氏
』
が
わ
か
り
や
す
い
読
み
物
と

し
て
普
及
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
他
方
、小
城
鍋
島
文
庫
蔵
の
『
十
帖
源
氏
』

に
は
立
圃
自
筆
の
書
き
入
れ
が
あ
り
、
立
圃
か
ら
小
城
鍋
島
家
二
代
直
能
へ
の
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
な
献
呈
で
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。『
十
帖
源
氏
』
は
絵
入
版
本
で
あ
る

こ
と
か
ら
大
衆
向
け
の
書
物
と
捉
え
ら
れ
が
ち
だ
が
、
和
歌
に
親
し
む
大
名
に
も
読
ま

れ
る
梗
概
書
と
し
て
の
側
面
も
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
幅
広
い
層
へ
享
受
さ
れ
て
い
た
『
十
帖
源
氏
』
の
図
像
が
徳
川
本
に
取

り
入
ら
れ
た
理
由
は
、
徳
川
本
の
享
受
層
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
ば
し
ば
版
本
か
ら
の
図
像
利
用
は
、
定
型
化
し
た
手
の
劣
る
作
品
の
特
徴
と
見
做
さ

れ
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
最
初
期
の
『
源
氏
物
語
』
絵
入
版
本
で
あ
る
『
十
帖
源

氏
』
の
図
像
を
引
用
す
る
徳
川
本
は
、
絵
入
版
本
の
定
型
化
し
た
図
像
を
用
い
る
と
い

う
消
極
的
な
位
置
付
け
で
は
な
く
、
発
注
者
に
合
わ
せ
て
源
氏
絵
の
最
新
の
図
像
を
積

極
的
に
取
り
入
れ
た
と
評
価
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
近
世
に
お

け
る
源
氏
絵
の
新
し
い
享
受
層
に
向
け
て
、
最
新
か
つ
わ
か
り
や
す
い
図
像
を
用
い
た

と
推
察
さ
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
近
世
に
お
け
る
源
氏
絵
の
享
受
層
の
多
様
化
に
対
し
て
、
製
作
者
が
押

絵
貼
屛
風
を
作
る
よ
う
に
な
っ
た
理
由
を
分
析
し
た
い
。
中
世
ま
で
の
源
氏
絵
製
作

は
、
貴
族
・
上
流
の
武
家
・
僧
侶
と
い
っ
た
一
部
の
特
権
的
な
上
流
階
級
の
発
注
に
よ

り
行
わ
れ
た
。
一
方
で
近
世
に
は
享
受
層
が
広
が
り
、
一
部
の
特
権
階
級
の
も
の
で

あ
っ
た
源
氏
絵
は
、
徐
々
に
中
流
の
武
家
や
豪
商
な
ど
か
ら
も
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
こ
で
、
近
世
源
氏
絵
の
遺
例
の
多
さ
か
ら
も
推
察
さ
れ
る
よ
う
に
、
新
た

な
享
受
層
に
よ
る
発
注
が
増
加
し
、
源
氏
絵
の
大
量
生
産
が
必
要
に
な
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
の
際
、
押
絵
貼
屛
風
は
仕
込
み
絵
と
し
て
事
前
に
絵
を
準
備
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
り
、
仕
込
み
絵
を
豊
富
に
用
意
す
れ
ば
作
品
の
大
量
生
産
も
可
能
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
押
絵
貼
屛
風
は
近
世
の
源
氏
絵
需
要
の
増
加
に
併
せ
て
、
効
率
よ
く

大
量
生
産
に
応
え
ら
れ
る
形
式
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

徳
川
本
に
お
い
て
も
複
数
の
絵
師
が
各
図
を
分
担
し
て
手
が
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、

発
注
を
受
け
る
前
に
仕
込
み
絵
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
蓋
然
性
が
高
い
。
さ
ら
に
、
場

面
の
貼
り
込
み
順
が
物
語
順
で
は
な
く
、
選
択
場
面
も
断
続
的
で
あ
る
。
こ
れ
が
当
初

か
ら
の
形
態
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
発
注
を
受
け
る
前
に
五
十
四
帖
す
べ
て
の
仕
込
み

絵
が
用
意
さ
れ
、
発
注
者
の
指
示
に
よ
っ
て
押
絵
貼
屛
風
に
仕
立
て
ら
れ
た
可
能
性
も

あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
徳
川
本
が
源
氏
絵
の
押
絵
貼
屛
風
の
典
型
的
な
例
で
あ
る

可
能
性
も
想
定
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
徳
川
本
は
新
た
に
源
氏
絵
の
享
受
層
と

な
っ
た
富
裕
層
の
需
要
に
応
え
よ
う
と
す
る
時
代
性
を
強
く
反
映
し
た
作
例
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
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徳
川
美
術
館
蔵
「
源
氏
物
語
押
絵
貼
屛
風
」
に
つ
い
て

三
〇

お　

わ　

り　

に

本
稿
で
は
、
徳
川
美
術
館
蔵
「
源
氏
物
語
押
絵
貼
屛
風
」
を
取
り
上
げ
、
岩
佐
派
と

は
異
な
る
様
式
的
特
徴
が
見
ら
れ
る
と
い
う
問
題
を
出
発
点
に
、
近
世
源
氏
絵
の
押
絵

貼
屛
風
と
し
て
の
位
置
付
け
を
探
る
べ
く
考
察
を
展
開
し
た
。

徳
川
本
は
数
少
な
い
源
氏
絵
の
押
絵
貼
屛
風
の
作
例
と
し
て
重
視
す
べ
き
で
あ
り
、

様
式
分
析
で
は
岩
佐
派
と
は
異
な
り
、
む
し
ろ
山
楽
や
山
楽
次
世
代
の
京
狩
野
派
に
よ

る
様
式
に
近
似
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
な
か
で
も
複
数
図
を
手
が
け
て
い
る
二

人
の
絵
師
に
注
目
し
、
そ
れ
ぞ
れ
山
楽
周
辺
の
絵
師
・
山
楽
の
次
男
で
あ
る
伊
織
周
辺

の
絵
師
の
様
式
的
特
徴
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
図
像
分
析
で
は
、
徳
川
本
に
は

山
楽
作
品
の
み
な
ら
ず
承
応
三
年
頃
に
出
版
さ
れ
た
『
十
帖
源
氏
』
の
挿
絵
か
ら
も
図

像
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
定
型
と
は
異
な
る
独
自
性
の
強
い
図
像
も
見

ら
れ
る
こ
と
に
言
及
し
た
。
さ
ら
に
、
徳
川
本
で
は
本
文
を
忠
実
に
絵
画
化
す
る
よ
り

も
、
新
た
な
図
像
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
た
と
考
察
し
た
。

十
七
世
紀
に
押
絵
貼
屛
風
自
体
の
製
作
が
増
加
し
、
描
か
れ
る
画
題
が
多
様
化
し
た

こ
と
は
、
源
氏
絵
の
押
絵
貼
屛
風
製
作
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
要
因
の
一
つ
と
考

え
ら
れ
る
。
徳
川
本
の
典
拠
と
な
っ
た
『
十
帖
源
氏
』
が
幅
広
く
受
容
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
徳
川
本
は
近
世
に
お
け
る
『
源
氏
物
語
』
享
受
層
の
拡
大
を
受
け
て
製
作
さ
れ
た

と
推
察
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
徳
川
本
で
『
十
帖
源
氏
』
を
取
り
入
れ
た
意
図
は
、
発
注

者
に
合
わ
せ
て
源
氏
絵
の
最
新
か
つ
わ
か
り
や
す
い
図
像
を
積
極
的
に
引
用
す
る
こ
と

に
あ
っ
た
と
考
察
し
た
。
押
絵
貼
屛
風
は
仕
込
み
絵
と
し
て
事
前
に
絵
を
準
備
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
り
、
仕
込
み
絵
を
豊
富
に
用
意
す
れ
ば
作
品
の
大
量
生
産
も
可
能
な
形

式
で
あ
る
た
め
、
近
世
に
お
け
る
源
氏
絵
の
発
注
の
増
加
に
対
応
し
、
効
率
よ
く
大
量

生
産
に
応
え
ら
れ
る
形
式
で
あ
っ
た
と
こ
と
に
も
言
及
し
た
。
以
上
の
考
察
を
踏
ま
え

る
と
、
徳
川
本
は
十
七
世
紀
に
お
い
て
新
た
に
『
源
氏
物
語
』
の
享
受
層
と
な
っ
た
富

裕
層
の
需
要
に
応
え
よ
う
と
す
る
、
時
代
性
を
強
く
反
映
し
た
作
例
で
あ
る
と
い
え
よ

う
。
そ
れ
こ
そ
が
、
徳
川
本
に
多
様
な
表
現
が
貪
欲
に
取
り
込
ま
れ
た
特
徴
と
し
て
、

表
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

近
世
源
氏
絵
研
究
は
着
実
に
進
展
し
て
き
た
も
の
の
、
注
目
さ
れ
る
の
は
主
要
な
絵

師
の
作
例
に
集
中
し
て
い
る
。
押
絵
貼
形
式
の
源
氏
絵
に
つ
い
て
は
個
別
研
究
が
進
ん

で
お
ら
ず
、
形
式
や
図
様
な
ど
多
面
的
な
視
点
か
ら
、
今
後
も
検
討
を
重
ね
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
徳
川
本
に
お
い
て
は
、
よ
り
多
く
の
源
氏
絵
と
の
比
較
、
押
絵

貼
屛
風
が
流
行
し
た
背
景
の
考
察
、
類
似
す
る
作
品
と
の
比
較
検
討
な
ど
課
題
が
残
る

が
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。
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1
）　

田
辺
昌
子
「
江
戸
の
源
氏
絵　

初
期
絵
入
版
本
か
ら
浮
世
絵
へ
」（
吉
井
美
弥
子
編
『〈
み

や
び
〉
異
説
『
源
氏
物
語
』
と
い
う
文
化
』
森
話
社
、
一
九
九
七
年
）、
橋
口
侯
之
介
『
和

本
へ
の
招
待
』（
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
一
一
年
）。

（
2
）　

小
林
忠
「
近
世
初
期
遊
楽
風
俗
画
の
変
質
─
妓
楼
遊
楽
図
を
中
心
と
し
て
─
」（『
日
本
屛

風
絵
集
成　

一
四　

風
俗
画
─
遊
楽 

誰
ヵ
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』
講
談
社
、
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九
七
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年
）。

（
3
）　

並
木
誠
士
「
押
絵
貼
屛
風
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金
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叢
書
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徳
川
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、
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九
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）　

拙
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徳
川
美
術
館
蔵
「
源
氏
物
語
押
絵
貼
屛
風
」
に
つ
い
て
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』
一
二
八
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徳
川

美
術
館
、
二
〇
二
三
年
）。

（
5
）　

源
氏
絵
の
形
式
に
つ
い
て
は
、
主
に
以
下
の
文
献
を
参
照
。
田
口
榮
一
「
源
氏
絵
屛
風
─

中
世
・
近
世
初
期
に
お
け
る
源
氏
絵
の
系
譜
」（
山
根
有
三
ほ
か
『
日
本
屛
風
絵
集
成　

五　

人
物
画
─
大
和
絵
系
人
物
』
講
談
社
、
一
九
七
九
年
）、
田
口
榮
一
「
源
氏
絵
の
系
譜
─
主

題
と
変
奏
─
」（
秋
山
虔
・
田
口
榮
一
監
修
『
豪
華
「
源
氏
絵
」
の
世
界 

源
氏
物
語
』
学
習

研
究
社
、
一
九
八
八
年
）、
龍
澤
彩
「
源
氏
絵
の
製
作
と
受
容
」（
徳
川
美
術
館
編
『
絵
画
で



徳
川
美
術
館
蔵
「
源
氏
物
語
押
絵
貼
屛
風
」
に
つ
い
て

三
一

つ
づ
る
源
氏
物
語
─
描
き
継
が
れ
た
源
氏
絵
の
系
譜
─
』
徳
川
美
術
館
、
二
〇
〇
五
年
）。

（
6
）　

筆
者
が
展
示
や
図
版
掲
載
で
確
認
し
た
源
氏
絵
の
押
絵
貼
屛
風
作
例
を
以
下
に
挙
げ
る
。

・
岩
佐
派
「
源
氏
物
語
押
絵
貼
屛
風
」（
個
人
蔵
）

・
狩
野
山
楽
筆
と
さ
れ
る
「
源
氏
物
語
図
押
絵
貼
屛
風
」（
福
田
美
術
館
蔵
）

・
作
者
未
詳
「
源
氏
物
語
図
押
絵
貼
屛
風
」（
東
京
富
士
美
術
館
蔵
）

・
土
佐
派
「
源
氏
物
語
図
屛
風
」（
思
文
閣
編
『
古
今
屛
風
特
選
図
録
』〈
思
文
閣
、
一
九
八
一

年
〉
掲
載
）

（
7
）　

吉
川
美
穂　

作
品
解
説（
徳
川
美
術
館
編
『
絵
画
で
つ
づ
る
源
氏
物
語
─
描
き
継
が
れ
た

源
氏
絵
の
系
譜
─
』
徳
川
美
術
館
、
二
〇
〇
五
年
）。

（
8
）　

岩
佐
派
の
源
氏
絵
に
つ
い
て
は
、
主
に
以
下
の
文
献
を
参
照
。
雨
宮
六
途
子
「
源
氏
物
語

屛
風
と
岩
佐
派
─
躍
動
す
る
絵
師
た
ち
」（
高
橋
亨
編
『
平
安
文
学
と
隣
接
諸
学
一
〇　

王
朝

文
学
と
物
語
絵
』
竹
林
舎
、
二
〇
一
〇
年
）、
廣
海
伸
彦
「
又
兵
衛
風
源
氏
絵
諸
作
品
の
検

討
」（『
國
華
』
一
四
七
五
、
國
華
社
、
二
〇
一
八
年
）。

（
9
）　

廣
海
伸
彦　

作
品
解
説（
出
光
美
術
館
編『
岩
佐
又
兵
衛
と
源
氏
絵
─〈
古
典
〉へ
の
挑
戦
』

出
光
美
術
館
、
二
〇
一
七
年
）。
岩
佐
勝
友
は
岩
佐
又
兵
衛
の
勝
以
の
名
か
ら
「
勝
」
の
一

字
を
引
く
た
め
、
又
兵
衛
の
親
類
か
そ
れ
に
準
ず
る
立
場
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。

（
10
）　

山
楽
本
車
争
図
に
つ
い
て
は
、
主
に
以
下
の
文
献
を
参
照
。
川
本
桂
子
「
九
条
家
伝
来
の

車
争
い
図
を
め
ぐ
っ
て
─
そ
の
制
作
事
情
と
解
釈
を
中
心
に
─
」（
山
根
有
三
先
生
古
稀
記
念

会
編
『
日
本
絵
画
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、一
九
八
九
年
）、野
田
麻
美
「
狩
野
山
楽
筆
「
車

争
図
屛
風
」（
東
京
国
立
博
物
館
）に
関
す
る
一
考
察
─
「
年
中
行
事
絵
巻
」
と
の
関
係
を
中

心
に
」（『
美
術
史
』
一
六
七
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
11
）　

山
楽
本
聖
徳
太
子
絵
伝
に
つ
い
て
は
、
主
に
以
下
の
文
献
を
参
照
。
土
居
次
義
「
狩
野
山

楽
の
聖
徳
太
子
絵
伝
板
絵
」（『
佛
教
藝
術
』
五
六
、
一
九
六
五
年
）、
菊
竹
淳
一
編
『
日
本
の

美
術
九
一　

聖
徳
太
子
絵
伝
』（
至
文
堂
、
一
九
七
三
年
）、
川
本
桂
子
『
新
編
名
宝
日
本
の

美
術
二
一　

友
松
／
山
楽
』（
小
学
館
、
一
九
九
一
年
）。

（
12
）　

五
十
嵐
公
一
『
裁
か
れ
た
絵
師
た
ち　

近
世
初
期
京
都
画
壇
の
裏
事
情
』
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
二
一
年
。

（
13
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
野
田
麻
美
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

（
14
）　

註（
7
）吉
川
氏
解
説
参
照
。

（
15
）　

前
掲
註（
8
）廣
海
氏
論
文
参
照
。

（
16
）　
『
十
帖
源
氏
』
に
つ
い
て
、
以
下
の
文
献
を
参
照
。
吉
田
幸
一
『
絵
入
本
源
氏
物
語
考
』

（
上
・
中
・
下
、
青
裳
堂
書
店
、
一
九
八
七
年
）、
清
水
婦
久
子
『
源
氏
物
語
版
本
の
研
究
』

（
和
泉
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）、
沼
尻
利
通
「
野
々
口
立
圃
『
十
帖
源
氏
』
の
初
版
と
覆
刻
」

（『
雅
俗
』
一
三
、
二
〇
一
四
年
）、
白
石
良
夫
・
中
尾
友
香
梨
編
『
佐
賀
大
学
附
属
図
書
館

小
城
鍋
島
文
庫
蔵　

十
帖
源
氏　

立
圃
自
筆
書
入
本　

翻
刻
と
解
説
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
一

八
年
）、
白
石
良
夫
「『
十
帖
源
氏
』
の
刊
・
印
・
修　

古
典
文
庫
解
説
卑
見
」（『
雅
俗
』
二

〇
、
二
〇
二
一
年
）。

（
17
）　

一
例
と
し
て
、『
絵
入
源
氏
物
語
』
の
挿
絵
を
用
い
な
が
ら
も
部
分
的
に
表
現
に
変
更
を

加
え
た
『
源
氏
物
語
』
白
描
の
冊
子（
個
人
蔵
）な
ど
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
四

辻
秀
紀
氏
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

（
18
）　

前
掲
註（
4
）拙
稿
参
照
。

（
19
）　

前
掲
註（
4
）拙
稿
参
照
。

（
20
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
野
田
麻
美
氏
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

（
21
）　

金
子
岳
史
「「
は
ね
馬
」
と
随
身
」（『
美
術
史
』
一
六
五
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
22
）　

柳
井
滋
ほ
か
『
新 

日
本
古
典
文
学
体
系
一
九　

源
氏
物
語 

一
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
三

年
）。

（
23
）　

近
世
に
主
流
と
な
っ
た
源
氏
絵
の
形
式
に
つ
い
て
、
前
掲
註（
5
）に
挙
げ
た
文
献
の
ほ

か
、
主
に
以
下
の
文
献
を
参
照
。
秋
山
光
和
編
『
日
本
の
美
術
一
一
九　

源
氏
絵
』（
至
文

堂
、
一
九
七
六
年
）、
佐
野
み
ど
り
「『
源
氏
物
語
』
の
絵
画
化
─
白
描
源
氏
物
語
絵
巻
紹
介

を
か
ね
て
─
」（
高
橋
亨
編
『
平
安
文
学
と
隣
接
諸
学
一
〇　

王
朝
文
学
と
物
語
絵
』
竹
林

舎
、二
〇
一
〇
年
）、稲
本
万
里
子『
源
氏
絵
の
系
譜　

平
安
時
代
か
ら
現
代
ま
で
』（
森
話
社
、

二
〇
一
八
年
）。

（
24
）　

註（
5
）田
口
氏
論
文
参
照
。

（
25
）　

前
掲
註（
6
）参
照
。

（
26
）　

前
掲
註（
2
）並
木
氏
論
文
参
照
。

（
27
）　

前
掲
註（
16
）白
石
氏
・
中
尾
氏
書
参
照
。

（
28
）　
『
絵
入
源
氏
物
語
』
と
『
十
帖
源
氏
』
の
図
様
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註（
16
）吉
田

氏
書
に
詳
し
い
。



徳
川
美
術
館
蔵
「
源
氏
物
語
押
絵
貼
屛
風
」
に
つ
い
て

三
二

（
29
）　

阿
美
古
理
恵
「
野
々
口
立
圃
編
画
『
十
帖
源
氏
』 

に
お
け
る
松
永
貞
徳
の
影
響
─
山
本
春

正
と
の
比
較
を
通
じ
て
─
」（『
哲
学
会
誌
』
三
二
、
二
〇
〇
八
年
）。
徳
川
本
に
見
ら
れ
る
岩

佐
派
の
図
像
の
引
用
に
つ
い
て
は
以
下
の
文
献
も
参
照
。
山
本
陽
子
「
源
氏
絵
に
お
け
る
天

皇
の
描
き
方
─
近
世
初
期
の
天
皇
表
現
の
伝
承
に
つ
い
て
」（『
日
本
宗
教
文
化
史
研
究
』
四

─
一
、
二
〇
〇
〇
年
）。

（
30
）　

前
掲
註（
16
）白
石
氏
・
中
尾
氏
書
、
井
上
敏
幸
「
直
能
の
和
歌
」（
白
石
良
夫
編
『
小
城
藩

と
和
歌
─
直
能
公
自
筆
『
岡
花
二
十
首
和
歌
の
里
帰
り
』（
佐
賀
大
学
地
域
学
歴
史
文
化
セ
ン

タ
ー
、
二
〇
一
三
年
）、
日
高
愛
子
「
飛
鳥
井
雅
章
と
鍋
島
直
能
─
「
道
」
の
相
伝
と
和
歌
」

（『
佐
賀
大
国
文
』
四
三
、
二
〇
一
五
年
）。

（
31
）　

秋
山
光
和
「
源
氏
物
語
絵
巻
の
情
景
選
択
と
源
氏
絵
の
伝
統
」『
平
安
時
代
世
俗
画
の
研

究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
四
年
）、
秋
山
光
和
『
王
朝
絵
画
の
誕
生
─
『
源
氏
物
語
絵
巻
』

を
め
ぐ
っ
て
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
六
八
年
）、
佐
野
み
ど
り
「
源
氏
絵
研
究
の
現
況
」（
佐

野
み
ど
り
編
『
源
氏
絵
集
成
』
藝
華
書
院
、
二
〇
一
一
年
）。

（
32
）　

岩
間
香
「
源
氏
絵
制
作
に
見
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
絵
師
」（『
京
都
市
立
芸
術
大
学
美

術
学
部
研
究
紀
要
』
三
四
、
一
九
八
九
年
）。

謝
辞　

本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
四
天
王
寺
、
東
京
国
立
博
物
館
、
京
都
国
立
博
物
館
、
泉
屋
博
古

館
、
出
光
美
術
館
、
福
岡
市
美
術
館
よ
り
、
作
品
画
像
を
拝
借
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
名
古

屋
経
済
大
学 

四
辻
秀
紀
氏
、
金
城
学
院
大
学 

龍
澤
彩
氏
、
神
戸
大
学 

野
田
麻
美
氏
、
徳
川
美

術
館 

吉
川
美
穂
氏
・
薄
田
大
輔
氏
・
加
藤
祥
平
氏
に
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し

て
深
謝
い
た
し
ま
す
。 

（
徳
川
美
術
館　

學
藝
員
）
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